
　

■問い合わせ ： 田川市議会事務局 ／〒825-8501 福岡県田川市中央町１番１号／ TEL0947（85）7170 ／ FAX0947（44）2043

６月定例会を開催
17日間で18議案を審議
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議会のおしらせ No.217 1 議会のおしらせ No.217 12

田川市議会

議員提出議案 第24号

一般廃棄物（ごみ）処理業務委託（A・B・C工区）については、指名型プロポーザル（企画
提案）方式により契約の候補者（優先交渉権）を決定し、協議が整った事業者と契約しました。
この業務委託の契約について、市議会は調査特別委員会（100条委員会）を設置し、地方自治
法第100条の規定による調査を行います。

POINT

一般廃棄物処理業務委託の調査に関する決議について

【提案理由説明により、調査が必要とされる主な内容】
① 業務委託の契約やプロポーザル審査は、公正・適正に行われたのか？
② 本市のガイドラインに規定するプロポーザル審査委員会が設置されなかったのはなぜか？
③ 本年３月まで契約業者名を公表しなかったのはなぜか？
④ プロポーザルの資料（審査員、業務提案書、審査結果の詳細等）を公表すべきではないか？
【これまでの経緯】
令和 3年 4 月 建設業者等選定委員会、プロポーザル指名通知

  プロポーザル審査（プレゼンテーションとヒアリング）

 　 審査結果の通知及び公表

 7 月 3 工区のうち、2工区（A工区と B工区）の契約締結

 8 月 残り 1工区（C工区）の契約締結

令和 4年 4 月 ごみ収集業務の民間委託を開始

ことばの説明：①100条委員会とは？
　地方自治法第100条に規定されている調査権限を委任された特別委員会で、地方自治体の事務に関す
る調査を行う権限があり、設置には議会の過半数の賛成が必要です。市職員のほか外部の関係人の出頭
や証言、記録の提出を求めて調査を行います。これらの請求に正当な理由なく応じない場合は、禁錮刑
を含む罰則規定があります。
ことばの説明：②プロポーザルとは？
　企画や提案を意味することばです。業務の性質や目的が価格のみによる競争入札に適さない場合に、
実績・専門性・技術力・企画力・創造性等を勘案し、総合的に評価して最適な事業者を選定するため、
一定の条件を満たす提案者から企画提案書を提出してもらい、提案内容や提案価格等が業務の履行に
最も適した候補者を決定する方式のことをプロポーザル方式といいます。

5月

田川市民プールが、今年３年ぶりに開場しました。新型コロナウイルス感染防止対策として、イン
ターネットでの事前予約制や人数制限、午前・午後の入場者入替時の消毒作業等を実施しました。
多くの子どもたちや家族連れでにぎわい、コロナ禍でも暑い夏を楽しんでいました。

本会議の映像➡

委員会の映像➡

可決 設置

一般廃棄物処理
業務委託の

調査特別委員会

議員ごとの賛否は、
2ページに掲載しています。

可否同数、
議長裁決により

６月30日に第1回の調査特別委員会が開かれ、正副委員長が決定しました。
　　　  ：石松　　　　　　：村上　　
　　　  ：小林、田守、柿田、佐藤、原田、今村、佐々木、吉岡、梶原、香月、尾﨑、梅林、
　　　　 松岡、加藤、白石、陸田、髙瀬
その後、8月から調査特別委員会の調査が行われています。
開催日時については、市議会ホームページ（議会日程）でお知らせします。

委員長
委　員

副委員長

（提出者：香月［佐藤、梶原、白石、髙瀬］）

議会日程➡
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件　　　　　名 議決結果付託委員会

※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。小林議員（緑友会）は議長であるため、採決に加わっていません。
※議員提出議案第24号では、可否同数となったため、地方自治法第116条第１項により、議長裁決によって、可決となりました。
※除斥：地方自治法第117条により、議会の議員は、自身に直接関係する案件の議事に加われません。その議事の際は退席しています。
※会派名：令和＝令和クラブ、社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団、緑友＝緑友会
※会派所属議員は、議案採決時のものです。

会派名

案　件

議員名

令和 緑友社民党 孔志会 共産党 清風会 新風会公明改革クラブ
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          【報告第３号】
市長専決処分の報告並びに承
認を求めることについて ［専
決第４号　田川市国民健康保
険税条例の一部改正について］

    【議員提出議案第24号】
一般廃棄物処理業務委託の調
査に関する決議について

賛
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議案
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建　経
建　経
総文・厚生
総　文
総　文
総　文
総　文
－

－

－

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
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総　文 原案可決

総文・厚生・建経
総　文
厚　生
厚　生
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原案可決
原案可決

承　認

承　認

－ 承　認

－ 原案可決

－ 原案可決

市 長 提 出 議 案

議 員 提 出 議 案

報 　 告

財産の処分について
市道路線の認定について
令和４年度田川市一般会計補正予算
工事請負契約の変更について
工事請負契約の変更について
工事請負契約の変更について
業務委託契約の変更について
田川市公平委員会委員の選任について（森脇敦史氏）

令和４年度田川市一般会計補正予算
田川市市税条例等の一部改正について
田川市児童センター条例の廃止について
田川市立病院使用料及び手数料条例の一部改正について

一般廃棄物処理業務委託の調査に関する決議について

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第３号　田川市市税条例の一部改正について］

田川広域水道企業団の共同処理する事務の変更及び田川広域水道企業団規
約の変更について

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第４号　田川市国民健康保険税条例の一部改正について］

豊かな学びの実現・教職員定数改善を図るための
２０２３年度政府予算に係る意見書について

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第５号　令和4年度田川市一般会計補正予算］

詳しくは４～５ページ

詳しくは６ページ

詳しくは６ページ

詳しくは６ページ

詳しくは12ページ

詳しくは３ページ

９月定例会は、９月５日（月）開会
   一般質問は、９月８日（木）・９日（金）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

◎新型コロナ感染症対策のため、本会議・委員会の傍聴は、自粛をお願いしています。
　なお、本会議・委員会はインターネット中継と録画映像の配信を行います。
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議会日程 中　継

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × 13 ５

除 ○ ○ ○ × ○ × × × ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ９ ９

［委員会の名称］　総文：総務文教委員会、厚生：厚生委員会、建経：建設経済委員会

市長提出議案 第35～37号

新中学校の新築工事において、着工後の労務単価や資材価格の上昇等に伴う、工事請負業
者からの工事請負契約約款（インフレスライド条項）の適用に関する請求に基づいて、工
事請負価格を変更するもの。
対象は、適用基準日である令和 4年 3月 1日時点の施工済み部分を除いた残工事部分。

工事請負契約の変更について　田川東中学校校舎棟新築工事
 　　　　　　　　　　　 田川東中学校屋内運動場棟新築工事
 　　　　　　　　　　　 田川西中学校校舎棟新築工事

可決

ここに注目

　　ことばの説明：インフレスライド条項とは・・・
　工事請負契約締結後の資材価格や建設労働者賃金の上昇又は下落に伴う不利益は、受注者と発注者の
双方で負担するよう設けられた契約条項です。受注者又は発注者が、相手方に工事請負価格の変更を請
求できます。

答　弁

工程どおりに工事が進んでいるのか
？

概ね契約当初のスケジュールで進み、
現在の建物部分の進捗率は、85％程
度の状況である。

答　弁

今回のインフレスライド条項による
増額分が、下請業者にも反映される
よう、執行部から元請業者に対して
伝えてほしい。

本市が下請契約に直接関与できるも
のではないが、適正な対応について
要請していきたい。

質　疑

工事内容
田川東中学校校舎棟

田川東中学校屋内運動場棟
田川西中学校校舎棟

変更後の契約額（税込）
27億8,337万4,000円 ［+3,983万2,100円増］
10億8,115万5,900円 ［+2,845万3,700円増］
37億9,516万8,300円 ［+7,073万5,500円増］

要　望

総務文教委員会
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決
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果
／
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議
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審
議
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問
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問
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          【報告第３号】
市長専決処分の報告並びに承
認を求めることについて ［専
決第４号　田川市国民健康保
険税条例の一部改正について］

    【議員提出議案第24号】
一般廃棄物処理業務委託の調
査に関する決議について
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業務委託契約の変更について
田川市公平委員会委員の選任について（森脇敦史氏）

令和４年度田川市一般会計補正予算
田川市市税条例等の一部改正について
田川市児童センター条例の廃止について
田川市立病院使用料及び手数料条例の一部改正について

一般廃棄物処理業務委託の調査に関する決議について

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第３号　田川市市税条例の一部改正について］

田川広域水道企業団の共同処理する事務の変更及び田川広域水道企業団規
約の変更について

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第４号　田川市国民健康保険税条例の一部改正について］

豊かな学びの実現・教職員定数改善を図るための
２０２３年度政府予算に係る意見書について

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第５号　令和4年度田川市一般会計補正予算］
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９月定例会は、９月５日（月）開会
   一般質問は、９月８日（木）・９日（金）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

◎新型コロナ感染症対策のため、本会議・委員会の傍聴は、自粛をお願いしています。
　なお、本会議・委員会はインターネット中継と録画映像の配信を行います。

５
月

６
月

７
月

８
月 23

日
24
日

25
日

26
日

14
日

16
日

17
日

21
日

22
日

23
日

30
日

19
日

５
日

10
日

16
日

17
日

18
日

総
務
文
教
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

厚
生
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

６
月
定
例
会（
開
会
）

本
会
議

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

各
会
派
代
表
者
会
議

本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

各
会
派
代
表
者
会
議

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

一
般
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
の

調
査
特
別
委
員
会

６
月
定
例
会（
閉
会
）

議
会
運
営
委
員
会

広
報
委
員
会

一
般
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
の

調
査
特
別
委
員
会

広
報
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

議会日程 中　継

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × 13 ５

除 ○ ○ ○ × ○ × × × ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ９ ９

［委員会の名称］　総文：総務文教委員会、厚生：厚生委員会、建経：建設経済委員会

市長提出議案 第35～37号

新中学校の新築工事において、着工後の労務単価や資材価格の上昇等に伴う、工事請負業
者からの工事請負契約約款（インフレスライド条項）の適用に関する請求に基づいて、工
事請負価格を変更するもの。
対象は、適用基準日である令和 4年 3月 1日時点の施工済み部分を除いた残工事部分。

工事請負契約の変更について　田川東中学校校舎棟新築工事
 　　　　　　　　　　　 田川東中学校屋内運動場棟新築工事
 　　　　　　　　　　　 田川西中学校校舎棟新築工事

可決

ここに注目

　　ことばの説明：インフレスライド条項とは・・・
　工事請負契約締結後の資材価格や建設労働者賃金の上昇又は下落に伴う不利益は、受注者と発注者の
双方で負担するよう設けられた契約条項です。受注者又は発注者が、相手方に工事請負価格の変更を請
求できます。

答　弁

工程どおりに工事が進んでいるのか
？

概ね契約当初のスケジュールで進み、
現在の建物部分の進捗率は、85％程
度の状況である。

答　弁

今回のインフレスライド条項による
増額分が、下請業者にも反映される
よう、執行部から元請業者に対して
伝えてほしい。

本市が下請契約に直接関与できるも
のではないが、適正な対応について
要請していきたい。

質　疑

工事内容
田川東中学校校舎棟

田川東中学校屋内運動場棟
田川西中学校校舎棟

変更後の契約額（税込）
27億8,337万4,000円 ［+3,983万2,100円増］
10億8,115万5,900円 ［+2,845万3,700円増］
37億9,516万8,300円 ［+7,073万5,500円増］

要　望

総務文教委員会

議
決
結
果
／
議
案
審
議

議
案
審
議

議
案
審
議
／
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

広報たがわ
R4. ９月号
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議会のおしらせ No.217 5 議会のおしらせ No.217 45

令和４年度一般会計補正予算　各委員会の主な審査内容
　６月補正予算（議案第27号と第34号）では、新たに予算措置が必要となった事業が計上されました。
歳入歳出とも６億6,845万３千円を増額し、予算総額は321億6,447万3千円となっています。
　委員会における審査の一部を紹介します。

厚生委員会 所属議員：佐藤、白石、今村、香月、尾﨑、北山、加藤

ここに注目

2,100万８千円デジタルラボ～Fab＆Art～事業費ここに注目

委員会の映像➡

市立図書館の一部を改修し、３Dプリンター、レーザーカッター、刺繍ミシン等を設置した「デジタ
ルラボ」を開設。新たに任用する地域おこし協力隊が運営を行い、ワークショップの開催等を実施。

新型コロナ感染症の重症化予防を目的として、４回目のワクチン接種を実施。
［対 象 者］３回目のワクチン接種後５か月以上経過した方で、60歳以上の方と18歳～59歳の基礎
　　　　　　疾患のある方
［接種期間］令和４年６月から同年９月までの予定

総務文教委員会 所属議員：村上、梶原、小林、柿田、原田、佐々木、梅林 委員会の映像➡

建設経済委員会 所属議員：陸田、田守、吉岡、石松、松岡、髙瀬

ここに注目

委員会の映像➡

田川市第６次総合計画に掲げる「新たな活力を生む農家をつくる」という目標を実現するため、令和
４年３月に策定した「田川市農業振興ビジョン」に基づいて、２つの事業を推進。

答　弁

当面は無償で機器を利用できるとの
ことだが、機器を利用する際の材料
費も無償なのか？

機器を使用する際の消耗品や企画し
たイベントへの参加費も、無償で検
討している。

答　弁

ワクチンの残量や希釈の必要性、１
バイアル（注射剤の容器）で何人分
採れるかなどを考慮し、田川医師会
と協議して決定した。

意　見

答　弁

教育の一環として、小中学校の授業
でも「デジタルラボ」を利用してい
くのか？

現時点では、授業等での活用につい
て協議していないが、今後、検討し
ていきたい。

・農業者と農業関連企業等とのコミ
ュニティを創出

・多くの情報・解決手段を集積し、
農業者の経営改革等をサポート

農業者の相談機能強化と
所得向上へ！

農業者のDX推進と
フードロス解消へ！

読書や勉強等で市立図書館を利用している方が、
開設後も以前と変わらない静かな環境で利用でき
るよう配慮してほしい。

質　疑

４回目接種に使用するワクチンは、
集団接種がファイザー社製、個別接
種がモデルナ社製で、３回目の接種
方法ごとに使用したワクチンと異な
っている。このように決定した経緯
は？

575万３千円
SDGsコミュニティ創出事業費

ここに注目

スマートフォンでデジタル地域通貨のポイントを循環させる本市独自の制度を創設。市民や市内の
事業者がポイントをやり取りして、人と人のつながりや、地域や未来にとって良い活動を日常生活の
中で楽しみながら体験していくことによって、地域コミュニティの醸成やSDGsの達成を推進。

質　疑 答　弁

ポイントのやり取りは、どの
ようになるのか？

ポイントのやり取りができる加盟店やスポ
ットを募集し、まずは田川市がポイントを
付与する。そこで、マイバッグ持参や清掃
活動など環境やまちに良い活動をしてポイ
ントをもらい、訳あり野菜を分けてもらう
などでポイントが使える予定。

次年度以降も継続して事業を
実施するのか？

全国的にまだ数少ない事業であり、実証実
験として１年間導入した効果・検証を見極
めて、来年度の運用を判断していきたい。

農業振興ビジョン推進事業費

1億1,070万３千円
新型コロナウイルスワクチン接種対策事業費

ファブ アート

答　弁

1,011万６千円

ここに注目

スマートフォン決済サービスの「auPAY（エーユーペイ）」、「d（ディー）払い」、
「PayPay（ペイペイ）」と連携して、市内の対象店舗でキャッシュレス決済を利
用した場合に20％分のポイントを還元。
［実施期間］1か月間（時期未定）
［上 限 額］1回当たり1,000円、１か月当たり10,000円

❶農業コミュニティ構築事業

・農産物加工拠点を誘致し、市内農
業者のデジタル化もサポート

・市内の廃棄農産物を活用した新し
い加工品を開発

❷農産物加工所誘致事業

質　疑

質　疑

議
決
結
果
／
議
案
審
議

議
案
審
議

議
案
審
議
／
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質　疑

3,000万円
キャッシュレス決済還元キャンペーン事業費

広報たがわ
R4. ９月号

14



議会のおしらせ No.217 5 議会のおしらせ No.217 45

令和４年度一般会計補正予算　各委員会の主な審査内容
　６月補正予算（議案第27号と第34号）では、新たに予算措置が必要となった事業が計上されました。
歳入歳出とも６億6,845万３千円を増額し、予算総額は321億6,447万3千円となっています。
　委員会における審査の一部を紹介します。

厚生委員会 所属議員：佐藤、白石、今村、香月、尾﨑、北山、加藤

ここに注目

2,100万８千円デジタルラボ～Fab＆Art～事業費ここに注目

委員会の映像➡

市立図書館の一部を改修し、３Dプリンター、レーザーカッター、刺繍ミシン等を設置した「デジタ
ルラボ」を開設。新たに任用する地域おこし協力隊が運営を行い、ワークショップの開催等を実施。

新型コロナ感染症の重症化予防を目的として、４回目のワクチン接種を実施。
［対 象 者］３回目のワクチン接種後５か月以上経過した方で、60歳以上の方と18歳～59歳の基礎
　　　　　　疾患のある方
［接種期間］令和４年６月から同年９月までの予定

総務文教委員会 所属議員：村上、梶原、小林、柿田、原田、佐々木、梅林 委員会の映像➡

建設経済委員会 所属議員：陸田、田守、吉岡、石松、松岡、髙瀬

ここに注目

委員会の映像➡

田川市第６次総合計画に掲げる「新たな活力を生む農家をつくる」という目標を実現するため、令和
４年３月に策定した「田川市農業振興ビジョン」に基づいて、２つの事業を推進。

答　弁

当面は無償で機器を利用できるとの
ことだが、機器を利用する際の材料
費も無償なのか？

機器を使用する際の消耗品や企画し
たイベントへの参加費も、無償で検
討している。

答　弁

ワクチンの残量や希釈の必要性、１
バイアル（注射剤の容器）で何人分
採れるかなどを考慮し、田川医師会
と協議して決定した。

意　見

答　弁

教育の一環として、小中学校の授業
でも「デジタルラボ」を利用してい
くのか？

現時点では、授業等での活用につい
て協議していないが、今後、検討し
ていきたい。

・農業者と農業関連企業等とのコミ
ュニティを創出

・多くの情報・解決手段を集積し、
農業者の経営改革等をサポート

農業者の相談機能強化と
所得向上へ！

農業者のDX推進と
フードロス解消へ！

読書や勉強等で市立図書館を利用している方が、
開設後も以前と変わらない静かな環境で利用でき
るよう配慮してほしい。

質　疑

４回目接種に使用するワクチンは、
集団接種がファイザー社製、個別接
種がモデルナ社製で、３回目の接種
方法ごとに使用したワクチンと異な
っている。このように決定した経緯
は？

575万３千円
SDGsコミュニティ創出事業費

ここに注目

スマートフォンでデジタル地域通貨のポイントを循環させる本市独自の制度を創設。市民や市内の
事業者がポイントをやり取りして、人と人のつながりや、地域や未来にとって良い活動を日常生活の
中で楽しみながら体験していくことによって、地域コミュニティの醸成やSDGsの達成を推進。

質　疑 答　弁

ポイントのやり取りは、どの
ようになるのか？

ポイントのやり取りができる加盟店やスポ
ットを募集し、まずは田川市がポイントを
付与する。そこで、マイバッグ持参や清掃
活動など環境やまちに良い活動をしてポイ
ントをもらい、訳あり野菜を分けてもらう
などでポイントが使える予定。

次年度以降も継続して事業を
実施するのか？

全国的にまだ数少ない事業であり、実証実
験として１年間導入した効果・検証を見極
めて、来年度の運用を判断していきたい。

農業振興ビジョン推進事業費

1億1,070万３千円
新型コロナウイルスワクチン接種対策事業費

ファブ アート

答　弁

1,011万６千円

ここに注目

スマートフォン決済サービスの「auPAY（エーユーペイ）」、「d（ディー）払い」、
「PayPay（ペイペイ）」と連携して、市内の対象店舗でキャッシュレス決済を利
用した場合に20％分のポイントを還元。
［実施期間］1か月間（時期未定）
［上 限 額］1回当たり1,000円、１か月当たり10,000円

❶農業コミュニティ構築事業

・農産物加工拠点を誘致し、市内農
業者のデジタル化もサポート

・市内の廃棄農産物を活用した新し
い加工品を開発

❷農産物加工所誘致事業

質　疑

質　疑

議
決
結
果
／
議
案
審
議

議
案
審
議

議
案
審
議
／
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質　疑

3,000万円
キャッシュレス決済還元キャンペーン事業費

広報たがわ
R4. ９月号
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議会のおしらせ No.217 7 議会のおしらせ No.217 6

市長提出議案 第30号

市立病院の特別病室使用料について、本来、消費税及び地方消費税が課税されない助産に係
る使用の際にも、これらを含む使用料としていたことから、新たに助産に係る特別病室使用
料を定めるため、所要の改正を行うものです。

POINT

田川市立病院使用料及び手数料条例の一部改正について 可決

※助産の場合の特別病室使用料は以下のとおりとなります。

  
６月定例会で、次の議案が可決され、田川市議会から
国に対する意見書を提出しました。

市議会の声を国へ

少人数学級の推進、教職員定数の改善などを図り、豊かな学びを実現できるよう国に対し意見書を提
出するもの。

❶平成26年１月以降（電子カルテ導入後）
➡市立病院が返還手続きを行います。
❷平成25年12月以前
➡領収書等で当時の支払内容がわかる場合、
問合せに応じて返還手続きを行います。
　医事課内に相談窓口を設置します。

豊かな学びの実現・教職員定数改善を図るための２０２３年度政府予算に
係る意見書について

議員提出議案第23号

厚生委員会

Ａ室 17,000円 18,700円
B室 9,000円 9,900円
C室 7,000円 7,700円
D室 4,000円 4,400円

改正後の使用料特別病室の
種別

改正前
（助産の区分なし） 助産に係る特別病室使用料の消費税分を支払

っていた場合は、返還されます。

市長提出議案 第32号

白鳥工業団地Ｂ区画及びＣ区画を物流センターとして使用している株式会社トライアルカン
パニー（福岡市東区）にその区画（市有地）を売却するものです。POINT

財産の処分について 可決

可決

【処分財産（土地）の概要及び処分予定者（申請者）】

建設経済委員会

処 分 地 田川市大字伊田2365番６ 外25筆
処分面積 71,618.97㎡
処分価格 ２億5,997万6,861円
処分単価 3,630円／㎡（12,000円／坪）
申 請 者 株式会社トライアルカンパニー 代表取締役　石橋亮太

９人の議員が、市の課題などについて
市長たちへ質問しました。
各ページの二次元コードから、録画映像を見られます。

※各議員の質問の中から代表的な項目を選び、質問と答弁の要旨を掲載します。
※全文は、田川市議会ホームページと各地区公民館等に配付する「田川市議会会議録」に掲載します。

日程 議　員　名 質　問　事　項 会　 派 掲載頁

7

8

8

１0

公明改革クラブ

日本共産党市会議員団

緑　友　会

孔　志　会

11日本共産党市会議員団

社民党市議会議員団

10

11

社民党市議会議員団

６
月
16
日

６
月
17
日

一般質問
１. 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用について

１. 一般廃棄物（ごみ）収集運搬業務の民間委託について

１. ＳＤＧｓの取組について
２. 行政区の加入促進について

１. 中学校部活動の地域移行について
２. 小中学校における子どもの権利条例を活かす取組について
３. 地方鉄道の活性化に向けた国の支援施策について
４. 平成筑豊鉄道の現状と令和８年度以降の支援体制について

１. 深刻な物価高騰から市民の暮らしを守る取組について
２. 福祉施策について
３. 一般廃棄物（ごみ）収集運搬業務の民間委託について

１. パートナーシップ制度について
２. 特別支援教育支援員について

１. バイオマス発電所等の設置について
２. 中学校の統廃合について

吉　岡　恭　利

梶　原　みつ子

香　月　隆　一

石　松　和　幸

佐　藤　俊　一

柿　田　孝　子

白　石　天　一

吉
岡
　恭
利

公
明
改
革
ク
ラ
ブ

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

よ
し
お
か

や
す
と
し

令
和
４
年
４
月
26
日
に
発
表
さ
れ
た

国
の
総
合
緊
急
対
策
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
く
中
、
原
油
価
格

や
物
価
の
高
騰
な
ど
の
対
策
と
し
て
、
自

治
体
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
が
で
き
る
よ

う
に
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
拡
充
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
同
交
付
金
の
活

用
の
経
緯
に
つ
い
て
問
う
。

市
内
小
学
校
の
給
食
調
理
に
お
け
る

原
材
料
の
仕
入
れ
価
格
が
上
昇
し
て

い
る
た
め
、
中
学
生
以
下
の
全
て
の
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
負
担
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
給
食
の
質
と
量
の
確
保
を
す

る
こ
と
、
ま
た
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
、
全
て
の
市
民

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
検
討
を
重

ね
、
全
て
の
市
民
に
対
し
５
千
円
分
の
商

品
券
を
配
布
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
全
市
民
へ
の
商
品
券
配
布
に
つ
い
て
は
、

市
民
生
活
へ
の
支
援
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

配
布
額
以
上
の
消
費
活
動
が
促
さ
れ
、
市

内
事
業
者
へ
の
支
援
も
併
せ
て
行
え
る
と

考
え
て
い
る
。

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
子

ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円
が
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
と
し
て
支
給

さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
同
給
付
金
の

対
象
と
な
ら
な
い
子
育
て
世
帯
に
対
し
、

本
市
独
自
の
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
で

支
給
対
象
の
拡
大
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
生
活
に
困
窮
す
る
方
や
低
所
得
の

方
の
生
活
支
援
を
目
的
と
し
て
、
本
市
独

自
の
給
付
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
見

解
を
問
う
。

ひ
と
り
親
世
帯
、
低
所
得
者
世
帯
に

つ
い
て
は
、
国
の
給
付
金
に
よ
り
一

定
の
手
立
て
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

原
油
価
格
や
物
価
高
騰
の
影
響
は
当
該
世

帯
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
全
市
民
に

影
響
す
る
こ
と
を
勘
案
し
て
、
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
全
市
民
に
１
人

５
千
円
の
商
品
券
の
配
布
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
る
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
経
営
状
態
の

厳
し
い
中
、
飲
食
業
、
理
容
業
、
ホ

テ
ル
、
旅
館
等
の
事
業
所
に
対
す
る
本
市

独
自
の
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
市
独

自
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
ま
ず
、
全
業
種
を
対
象
に
一
律
10
万
円
、

20
万
円
を
交
付
し
た
事
業
者
支
援
金
を
始

め
、
家
賃
軽
減
支
援
金
や
感
染
拡
大
防
止

支
援
金
等
、
20
を
超
え
る
支
援
策
を
実
施

し
て
き
た
。
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
振

興
券
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
食
事
券
を
発
行

し
、
非
常
に
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
令
和

４
年
度
も
発
行
す
る
。
さ
ら
に
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
予
定
し

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て

一般質問

令和クラブ

9

9

孔　志　会１. 消費者教育の推進について

１. 市政の４本柱について北　山　隆　之

陸　田　孝　則

（提出者：髙瀬［北山、香月、陸田、吉岡、佐藤、尾﨑、田守、梶原］）
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議
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案
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問
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市長提出議案 第30号

市立病院の特別病室使用料について、本来、消費税及び地方消費税が課税されない助産に係
る使用の際にも、これらを含む使用料としていたことから、新たに助産に係る特別病室使用
料を定めるため、所要の改正を行うものです。

POINT

田川市立病院使用料及び手数料条例の一部改正について 可決

※助産の場合の特別病室使用料は以下のとおりとなります。

  
６月定例会で、次の議案が可決され、田川市議会から
国に対する意見書を提出しました。

市議会の声を国へ

少人数学級の推進、教職員定数の改善などを図り、豊かな学びを実現できるよう国に対し意見書を提
出するもの。

❶平成26年１月以降（電子カルテ導入後）
➡市立病院が返還手続きを行います。
❷平成25年12月以前
➡領収書等で当時の支払内容がわかる場合、
問合せに応じて返還手続きを行います。
　医事課内に相談窓口を設置します。

豊かな学びの実現・教職員定数改善を図るための２０２３年度政府予算に
係る意見書について

議員提出議案第23号

厚生委員会

Ａ室 17,000円 18,700円
B室 9,000円 9,900円
C室 7,000円 7,700円
D室 4,000円 4,400円

改正後の使用料特別病室の
種別

改正前
（助産の区分なし） 助産に係る特別病室使用料の消費税分を支払

っていた場合は、返還されます。

市長提出議案 第32号

白鳥工業団地Ｂ区画及びＣ区画を物流センターとして使用している株式会社トライアルカン
パニー（福岡市東区）にその区画（市有地）を売却するものです。POINT

財産の処分について 可決

可決

【処分財産（土地）の概要及び処分予定者（申請者）】

建設経済委員会

処 分 地 田川市大字伊田2365番６ 外25筆
処分面積 71,618.97㎡
処分価格 ２億5,997万6,861円
処分単価 3,630円／㎡（12,000円／坪）
申 請 者 株式会社トライアルカンパニー 代表取締役　石橋亮太

９人の議員が、市の課題などについて
市長たちへ質問しました。
各ページの二次元コードから、録画映像を見られます。

※各議員の質問の中から代表的な項目を選び、質問と答弁の要旨を掲載します。
※全文は、田川市議会ホームページと各地区公民館等に配付する「田川市議会会議録」に掲載します。

日程 議　員　名 質　問　事　項 会　 派 掲載頁

7

8

8

１0

公明改革クラブ

日本共産党市会議員団

緑　友　会

孔　志　会

11日本共産党市会議員団

社民党市議会議員団

10

11

社民党市議会議員団

６
月
16
日

６
月
17
日

一般質問
１. 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用について

１. 一般廃棄物（ごみ）収集運搬業務の民間委託について

１. ＳＤＧｓの取組について
２. 行政区の加入促進について

１. 中学校部活動の地域移行について
２. 小中学校における子どもの権利条例を活かす取組について
３. 地方鉄道の活性化に向けた国の支援施策について
４. 平成筑豊鉄道の現状と令和８年度以降の支援体制について

１. 深刻な物価高騰から市民の暮らしを守る取組について
２. 福祉施策について
３. 一般廃棄物（ごみ）収集運搬業務の民間委託について

１. パートナーシップ制度について
２. 特別支援教育支援員について

１. バイオマス発電所等の設置について
２. 中学校の統廃合について

吉　岡　恭　利

梶　原　みつ子

香　月　隆　一

石　松　和　幸

佐　藤　俊　一

柿　田　孝　子

白　石　天　一

吉
岡
　恭
利

公
明
改
革
ク
ラ
ブ

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

よ
し
お
か

や
す
と
し

令
和
４
年
４
月
26
日
に
発
表
さ
れ
た

国
の
総
合
緊
急
対
策
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
く
中
、
原
油
価
格

や
物
価
の
高
騰
な
ど
の
対
策
と
し
て
、
自

治
体
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
が
で
き
る
よ

う
に
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
拡
充
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
同
交
付
金
の
活

用
の
経
緯
に
つ
い
て
問
う
。

市
内
小
学
校
の
給
食
調
理
に
お
け
る

原
材
料
の
仕
入
れ
価
格
が
上
昇
し
て

い
る
た
め
、
中
学
生
以
下
の
全
て
の
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
負
担
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
給
食
の
質
と
量
の
確
保
を
す

る
こ
と
、
ま
た
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
、
全
て
の
市
民

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
検
討
を
重

ね
、
全
て
の
市
民
に
対
し
５
千
円
分
の
商

品
券
を
配
布
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
全
市
民
へ
の
商
品
券
配
布
に
つ
い
て
は
、

市
民
生
活
へ
の
支
援
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

配
布
額
以
上
の
消
費
活
動
が
促
さ
れ
、
市

内
事
業
者
へ
の
支
援
も
併
せ
て
行
え
る
と

考
え
て
い
る
。

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
子

ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円
が
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
と
し
て
支
給

さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
同
給
付
金
の

対
象
と
な
ら
な
い
子
育
て
世
帯
に
対
し
、

本
市
独
自
の
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
で

支
給
対
象
の
拡
大
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
生
活
に
困
窮
す
る
方
や
低
所
得
の

方
の
生
活
支
援
を
目
的
と
し
て
、
本
市
独

自
の
給
付
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
見

解
を
問
う
。

ひ
と
り
親
世
帯
、
低
所
得
者
世
帯
に

つ
い
て
は
、
国
の
給
付
金
に
よ
り
一

定
の
手
立
て
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

原
油
価
格
や
物
価
高
騰
の
影
響
は
当
該
世

帯
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
全
市
民
に

影
響
す
る
こ
と
を
勘
案
し
て
、
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
全
市
民
に
１
人

５
千
円
の
商
品
券
の
配
布
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
る
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
経
営
状
態
の

厳
し
い
中
、
飲
食
業
、
理
容
業
、
ホ

テ
ル
、
旅
館
等
の
事
業
所
に
対
す
る
本
市

独
自
の
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
市
独

自
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
ま
ず
、
全
業
種
を
対
象
に
一
律
10
万
円
、

20
万
円
を
交
付
し
た
事
業
者
支
援
金
を
始

め
、
家
賃
軽
減
支
援
金
や
感
染
拡
大
防
止

支
援
金
等
、
20
を
超
え
る
支
援
策
を
実
施

し
て
き
た
。
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
振

興
券
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
食
事
券
を
発
行

し
、
非
常
に
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
令
和

４
年
度
も
発
行
す
る
。
さ
ら
に
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
予
定
し

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て

一般質問

令和クラブ

9

9

孔　志　会１. 消費者教育の推進について

１. 市政の４本柱について北　山　隆　之

陸　田　孝　則

（提出者：髙瀬［北山、香月、陸田、吉岡、佐藤、尾﨑、田守、梶原］）
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一般質問 一般質問

北
山
　隆
之

令
和
ク
ラ
ブ

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

き
た
や
ま

た
か
ゆ
き

今
回
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
指
名
業
者

選
定
に
つ
い
て
問
う
。

今
回
の
指
名
業
者
選
定
に
つ
い
て
は
、

本
市
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
実
施
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
実
施
し

た
。
主
な
要
件
は
、①
令
和
３
年
度
・
４

年
度
競
争
入
札
参
加
有
資
格
者
名
簿
に
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
で
登
録
さ
れ
て
い
る

者
、②
市
内
に
本
社
ま
た
は
営
業
所
を
置

い
て
い
る
者
、③
本
市
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
の
３
つ
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
た
合
計

５
者
を
指
名
業
者
と
し
て
選
定
し
た
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
認
識
に
つ
い
て
問

う
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
と
は
、
業
務
の
性
質

や
目
的
が
価
格
の
み
に
よ
る
競
争
入

札
に
適
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、

実
績
、
専
門
性
、
技
術
力
、
企
画
力
等
を

勘
案
し
、
総
合
的
な
見
地
か
ら
判
断
し
て
、

最
適
な
事
業
者
を
選
定
す
る
も
の
。

本
件
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
け
る
評
価

項
目
に
つ
い
て
問
う
。

評
価
項
目
は
、
本
業
務
委
託
の
心
構

え
、
企
業
の
体
制
、
環
境
へ
の
配
慮
、

委
託
業
務
の
遂
行
能
力
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
、

提
案
価
格
の
６
項
目
で
あ
る
。

本
件
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
及
び
契
約
の
透

明
性
、
公
平
性
及
び
公
正
性
は
ど
の

よ
う
に
担
保
さ
れ
た
の
か
問
う
。

審
査
の
公
平
、
公
正
を
期
す
る
た
め
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
参
加
す
る
事
業
者

か
ら
提
出
さ
れ
た
業
務
提
案
書
に
つ
い
て

は
、
５
業
者
全
て
に
架
空
の
名
称
を
つ
け
、

審
査
員
が
ど
の
業
者
が
提
出
し
た
も
の
か

特
定
で
き
な
い
よ
う
に
対
応
し
た
。
そ
の

資
料
を
基
に
審
査
を
行
っ
て
お
り
、
公
平

性
、
公
正
性
を
担
保
し
て
い
る
。

そ
の
公
平
性
、
公
正
性
の
下
、
審
査

内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
の

よ
う
な
評
価
点
に
つ
な
が
っ
た
の
か
。

合
計
１
０
０
点
を
評
価
項
目
の
６
項

目
に
配
分
し
、
審
査
員
が
評
価
項
目

に
従
っ
て
、
公
平
、
公
正
に
点
数
を
つ
け

て
い
る
。
審
査
員
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
点
が

最
終
的
な
審
査
結
果
で
あ
る
。
そ
の
順
位

に
よ
り
優
先
順
位
を
決
め
、
最
終
的
に
上

位
に
な
っ
た
者
と
協
議
を
行
い
、
契
約
を

締
結
し
た
。

公
平
、
公
正
と
い
う
判
断
基
準
に
つ

い
て
は
、
審
査
会
で
決
定
し
、
審
査

員
の
公
平
さ
を
も
っ
て
選
定
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
審
査
員
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
外
部
の
有
識
者
は
審
査
員
に
入
れ

ず
に
選
定
し
た
の
か
問
う
。

審
査
員
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
同
種

の
事
務
事
業
の
目
的
を
損
な
う
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
非
公
表
と
し
て
い
る
。

今
回
の
審
査
員
の
中
に
は
、
外
部
の
有
識

者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

一
般
廃
棄
物（
ご
み
）収
集
運
搬
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

市
長
は
こ
れ
ま
で
、「
美
し
い
街
づ

く
り
」「
新
産
業
の
創
出
」「
教
育
改

革
」「
子
育
て
支
援
」
を
４
本
の
柱
と
し

て
市
政
を
運
営
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

具
体
的
な
事
業
内
容
、
関
連
予
算
及
び
事

業
の
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

美
し
い
街
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
関
連
事
業
で
各
種
施
設
を
整
備
し
、
キ

ャ
ン
プ
の
誘
致
も
成
功
し
た
。
費
用
は
約

６
億
７
０
０
０
万
円
か
か
っ
た
が
、
財
源

確
保
に
努
め
、
一
般
財
源
は
約
３
８
０
０

万
円
に
抑
え
ら
れ
た
。
特
に
、
合
宿
施
設

の
整
備
費
用
の
多
く
は
、
皆
様
か
ら
の
寄

附
で
賄
わ
れ
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

が
終
了
し
た
現
在
も
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
合
宿
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
丸
山
公
園
と
成
道
寺
公
園
の
整
備

を
行
い
、
誰
も
が
快
適
に
利
用
で
き
る
公

園
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
約
２
億
６
０
０

０
万
円
か
か
っ
た
が
、
一
般
財
源
は
約
１

２
０
０
万
円
に
抑
え
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、

美
し
い
街
づ
く
り
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
者
５
０
０
０
人
を
目
指
し
て
い
た
が
、

現
在
で
は
７
０
０
０
人
を
超
え
る
登
録
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
貢
献
し
て
い
た
だ
く

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
花
や
パ

プ
リ
カ
栽
培
な
ど
を
支
援
し
て
お
り
、
今

後
も
農
業
を
新
た
な
産
業
と
し
て
後
押
し

し
た
い
。
ま
た
、
企
業
誘
致
も
積
極
的
に

行
い
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
、保
存
食
品
製
造

企
業
の
誘
致
に
成
功
し
て
お
り
、
今
後
の

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
教
育
改
革
に
つ
い
て
は
、
現
在
中
学
校

の
再
編
が
進
ん
で
お
り
、
来
年
度
に
は
新

中
学
校
が
開
校
す
る
。
費
用
は
約
１
０
８

億
円
と
試
算
し
て
い
る
。
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
、
英
語
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
学
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
力
調
査
に

お
い
て
、
小
学
校
は
ほ
と
ん
ど
が
全
国
平

均
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
ク

ー
ポ
ン
券
の
配
布
、
保
育
料
の
支
援
、
中

学
校
給
食
を
公
約
と
し
、
全
て
実
現
し
た
。

保
育
料
の
完
全
無
償
化
に
よ
り
、
本
市
の

負
担
は
３
年
間
で
約
７
億
７
０
０
０
万
円

生
じ
た
が
、
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
は
大
変
好
評
で
、
子
育
て
世
帯
を
し
っ

か
り
支
え
る
政
策
だ
と
考
え
て
い
る
。

有
効
求
人
倍
率
は
１
を
超
え
る
状
態

で
あ
る
も
の
の
、
市
長
の
企
業
誘
致

の
成
果
は
あ
ま
り
上
が
っ
て
い
な
い
と
思

う
。
さ
ら
に
積
極
的
に
誘
致
活
動
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
企
業
訪
問
で
き
て
な
い

が
、
保
存
食
品
製
造
企
業
の
誘
致
に

成
功
し
て
い
る
。
今
後
は
物
流
関
連
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

陸
田
　孝
則

孔
　
志
　
会

り
く
た

た
か
の
り

市
政
の
４
本
柱
に
つ
い
て

録画映像
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民
法
改
正
に
よ
り
本
年
４
月
か
ら
成

年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
な
っ
た
。

消
費
者
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

誰
も
が
消
費
者
で
あ
る
と
い
う
考
え

を
持
ち
、
小
中
学
校
で
も
消
費
者
教

育
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
各
教
科
に

お
い
て
、
消
費
者
教
育
の
視
点
を
踏
ま
え

た
授
業
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

消
費
者
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
保
護
者

に
対
し
て
も
消
費
者
教
育
の
重
要
性

を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
等
で
取
り
組
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
情
報
提
供
し
た
い
。

特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
消
費
者
教

育
の
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

店
で
の
買
い
物
や
列
車
の
切
符
の
購

入
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
教
育

委
員
会
も
教
員
と
一
緒
に
考
え
、
子
ど
も

た
ち
の
特
性
や
実
態
に
応
じ
た
教
材
や
教

育
内
容
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
課

金
シ
ス
テ
ム
で
の
ト
ラ
ブ
ル
等
を
防

ぐ
た
め
、
携
帯
電
話
会
社
に
よ
る
出
前
講

座
等
を
活
用
し
、
効
果
的
・
実
践
的
な
啓

発
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

専
門
知
識
の
あ
る
外
部
講
師
に
よ
る

出
前
講
座
は
、
普
段
知
る
こ
と
の
で

き
な
い
情
報
や
多
く
の
事
例
か
ら
効
果
的

な
対
処
法
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有

意
義
で
あ
る
。
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い
。

消
費
者
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

録画映像

香
月
　隆
一

社
民
党
市
議
会
議
員
団
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か
つ
き

り
ゅ
う
い
ち

本
市
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
１

日
の
勤
務
時
間
は
４
時
間
で
あ
る
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
を
始
め
た

平
成
19
年
度
か
ら
15
年
間
、
変
わ
っ
て
い

な
い
。
こ
の
間
、
学
校
現
場
か
ら
、「
せ

め
て
児
童
・
生
徒
が
学
校
に
い
る
時
間
は

配
置
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
上
が
り
続

け
て
い
る
。
筑
豊
地
区
に
お
け
る
同
支
援

員
の
勤
務
時
間
は
、
飯
塚
市
は
６
時
間
45

分
、
直
方
市
は
６
時
間
、
嘉
麻
市
は
７
時

間
で
本
市
と
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
少
な

く
と
も
６
時
間
以
上
の
配
置
が
必
要
で
は

な
い
か
。

特
別
支
援
学
級
在
籍
の
児
童
・
生
徒

数
が
増
加
す
る
中
、
様
々
な
特
性
の

あ
る
児
童
・
生
徒
に
個
別
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
あ
る
。
学
校
現
場

か
ら
の
要
望
が
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
お

り
、
勤
務
時
間
の
延
長
は
他
市
の
勤
務
時

間
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
最
適
な
勤
務
時

間
に
な
る
よ
う
今
後
精
査
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配

置
人
数
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
24
人

の
ま
ま
。
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児

童
・
生
徒
数
は
、
平
成
29
年
度
は
１
４
５

人
だ
っ
た
が
、
今
年
度
は
２
４
２
人
。
５

年
間
で
約
百
人
、
約
１
．
７
倍
に
増
え
て

い
る
が
、
支
援
員
の
人
数
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
学
校
現
場
か
ら
「
児
童
・
生
徒
の

実
態
に
応
じ
た
配
置
を
し
て
ほ
し
い
」
と

の
声
が
上
が
り
続
け
て
い
る
。

　
本
市
は
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る

児
童
・
生
徒
数
10
人
に
支
援
員
１
人
の
配

置
と
な
っ
て
い
る
が
、
嘉
麻
市
で
は
明
確

な
配
置
基
準
が
あ
り
、
児
童
・
生
徒
５
人

に
支
援
員
１
人
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

　
児
童
・
生
徒
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が

な
い
よ
う
本
市
も
配
置
基
準
を
定
め
支
援

員
を
大
幅
に
増
員
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
時
点
で
は
、
配
置
基
準
は
定
め
て

い
な
い
。
毎
年
度
学
校
か
ら
提
出
さ

れ
る
配
置
要
望
書
を
基
に
、
学
校
長
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
上
で
配
置
を
行
う

な
ど
の
調
整
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
特
別

支
援
学
級
へ
の
入
級
児
童
・
生
徒
が
増
え

た
学
校
や
、
障
害
の
程
度
が
重
く
、
個
別

に
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
学
校
に
お
い
て
、

個
々
の
児
童
・
生
徒
の
実
態
に
合
っ
た
合

理
的
配
慮
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
特
に
判

断
で
き
る
場
合
に
限
り
、
特
別
支
援
教
育

支
援
員
を
新
た
に
配
置
し
て
い
る
。

　
他
市
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
必
要
に
応

じ
て
配
置
基
準
を
明
確
化
し
、
児
童
・
生

徒
へ
の
き
め
細
か
な
指
導
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
最
適
な
人
員
配

置
に
努
め
た
い
。
特
別
支
援
教
育
支
援
員

の
増
員
、
勤
務
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、

大
幅
な
予
算
増
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て
国
へ
の
財

政
措
置
の
改
善
を
要
望
す
る
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ
い
て

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像録画映像

梶
原
み
つ
子

緑
　
友
　
会

か
じ
わ
ら

こ

議
決
結
果
／
議
案
審
議

議
案
審
議

議
案
審
議
／
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

未
成
年
が
親
の
同
意
を
得
ず
に
契
約

し
た
場
合
、
未
成
年
者
取
消
権
に
よ

り
そ
の
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

が
、
成
年
に
達
す
る
と
契
約
に
関
し
て
自

己
責
任
を
負
う
。
若
者
の
消
費
者
被
害
を

防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

契
約
の
知
識
を
学
び
、
判
断
す
る
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
。
国
県
等
の
関
係
機
関
と
連

携
し
、
消
費
者
教
育
の
充
実
に
努
め
た
い
。

成
人
式
は
、
単
な
る
セ
レ
モ
ニ
ー
と

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た

り
長
く
記
憶
に
残
る
と
と
も
に
、
人
生
の

一
里
塚
と
な
る
よ
う
な
運
営
を
す
べ
き
で

あ
る
。
民
法
改
正
後
も
従
来
ど
お
り
20
歳

を
対
象
に
、
式
を
開
催
す
る
自
治
体
が
多

い
が
、
整
合
性
に
欠
け
る
。
や
は
り
18
歳

を
対
象
に
成
人
式
を
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
。
今
後
の
本
市
成
人
式
の
対
象
年
齢
、

開
催
時
期
等
に
つ
い
て
問
う
。

式
の
名
称
を
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

に
変
更
し
、
対
象
年
齢
は
当
該
年
度

中
に
満
20
歳
に
な
る
方
、
開
催
時
期
は
１

月
の
第
２
月
曜
日
（
成
人
の
日
）
の
前
日

と
し
て
い
る
。
対
象
年
齢
を
従
来
ど
お
り

20
歳
と
し
た
理
由
は
、①
18
歳
は
高
校
３

年
生
の
学
年
に
あ
た
り
、
成
人
式
開
催
時

は
進
路
選
択
の
大
切
な
時
期
で
あ
る
こ
と
、

②
家
計
へ
の
負
担
が
拡
大
す
る
時
期
と
成

人
式
が
重
な
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

広報たがわ
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き
た
や
ま

た
か
ゆ
き

今
回
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
指
名
業
者

選
定
に
つ
い
て
問
う
。

今
回
の
指
名
業
者
選
定
に
つ
い
て
は
、

本
市
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
実
施
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
実
施
し

た
。
主
な
要
件
は
、①
令
和
３
年
度
・
４

年
度
競
争
入
札
参
加
有
資
格
者
名
簿
に
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
で
登
録
さ
れ
て
い
る

者
、②
市
内
に
本
社
ま
た
は
営
業
所
を
置

い
て
い
る
者
、③
本
市
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
の
３
つ
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
た
合
計

５
者
を
指
名
業
者
と
し
て
選
定
し
た
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
認
識
に
つ
い
て
問

う
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
と
は
、
業
務
の
性
質

や
目
的
が
価
格
の
み
に
よ
る
競
争
入

札
に
適
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、

実
績
、
専
門
性
、
技
術
力
、
企
画
力
等
を

勘
案
し
、
総
合
的
な
見
地
か
ら
判
断
し
て
、

最
適
な
事
業
者
を
選
定
す
る
も
の
。

本
件
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
け
る
評
価

項
目
に
つ
い
て
問
う
。

評
価
項
目
は
、
本
業
務
委
託
の
心
構

え
、
企
業
の
体
制
、
環
境
へ
の
配
慮
、

委
託
業
務
の
遂
行
能
力
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
、

提
案
価
格
の
６
項
目
で
あ
る
。

本
件
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
及
び
契
約
の
透

明
性
、
公
平
性
及
び
公
正
性
は
ど
の

よ
う
に
担
保
さ
れ
た
の
か
問
う
。

審
査
の
公
平
、
公
正
を
期
す
る
た
め
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
参
加
す
る
事
業
者

か
ら
提
出
さ
れ
た
業
務
提
案
書
に
つ
い
て

は
、
５
業
者
全
て
に
架
空
の
名
称
を
つ
け
、

審
査
員
が
ど
の
業
者
が
提
出
し
た
も
の
か

特
定
で
き
な
い
よ
う
に
対
応
し
た
。
そ
の

資
料
を
基
に
審
査
を
行
っ
て
お
り
、
公
平

性
、
公
正
性
を
担
保
し
て
い
る
。

そ
の
公
平
性
、
公
正
性
の
下
、
審
査

内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
の

よ
う
な
評
価
点
に
つ
な
が
っ
た
の
か
。

合
計
１
０
０
点
を
評
価
項
目
の
６
項

目
に
配
分
し
、
審
査
員
が
評
価
項
目

に
従
っ
て
、
公
平
、
公
正
に
点
数
を
つ
け

て
い
る
。
審
査
員
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
点
が

最
終
的
な
審
査
結
果
で
あ
る
。
そ
の
順
位

に
よ
り
優
先
順
位
を
決
め
、
最
終
的
に
上

位
に
な
っ
た
者
と
協
議
を
行
い
、
契
約
を

締
結
し
た
。

公
平
、
公
正
と
い
う
判
断
基
準
に
つ

い
て
は
、
審
査
会
で
決
定
し
、
審
査

員
の
公
平
さ
を
も
っ
て
選
定
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
審
査
員
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
外
部
の
有
識
者
は
審
査
員
に
入
れ

ず
に
選
定
し
た
の
か
問
う
。

審
査
員
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
同
種

の
事
務
事
業
の
目
的
を
損
な
う
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
非
公
表
と
し
て
い
る
。

今
回
の
審
査
員
の
中
に
は
、
外
部
の
有
識

者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

一
般
廃
棄
物（
ご
み
）収
集
運
搬
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

市
長
は
こ
れ
ま
で
、「
美
し
い
街
づ

く
り
」「
新
産
業
の
創
出
」「
教
育
改

革
」「
子
育
て
支
援
」
を
４
本
の
柱
と
し

て
市
政
を
運
営
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

具
体
的
な
事
業
内
容
、
関
連
予
算
及
び
事

業
の
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

美
し
い
街
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
関
連
事
業
で
各
種
施
設
を
整
備
し
、
キ

ャ
ン
プ
の
誘
致
も
成
功
し
た
。
費
用
は
約

６
億
７
０
０
０
万
円
か
か
っ
た
が
、
財
源

確
保
に
努
め
、
一
般
財
源
は
約
３
８
０
０

万
円
に
抑
え
ら
れ
た
。
特
に
、
合
宿
施
設

の
整
備
費
用
の
多
く
は
、
皆
様
か
ら
の
寄

附
で
賄
わ
れ
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

が
終
了
し
た
現
在
も
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
合
宿
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
丸
山
公
園
と
成
道
寺
公
園
の
整
備

を
行
い
、
誰
も
が
快
適
に
利
用
で
き
る
公

園
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
約
２
億
６
０
０

０
万
円
か
か
っ
た
が
、
一
般
財
源
は
約
１

２
０
０
万
円
に
抑
え
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、

美
し
い
街
づ
く
り
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
者
５
０
０
０
人
を
目
指
し
て
い
た
が
、

現
在
で
は
７
０
０
０
人
を
超
え
る
登
録
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
貢
献
し
て
い
た
だ
く

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
花
や
パ

プ
リ
カ
栽
培
な
ど
を
支
援
し
て
お
り
、
今

後
も
農
業
を
新
た
な
産
業
と
し
て
後
押
し

し
た
い
。
ま
た
、
企
業
誘
致
も
積
極
的
に

行
い
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
、保
存
食
品
製
造

企
業
の
誘
致
に
成
功
し
て
お
り
、
今
後
の

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
教
育
改
革
に
つ
い
て
は
、
現
在
中
学
校

の
再
編
が
進
ん
で
お
り
、
来
年
度
に
は
新

中
学
校
が
開
校
す
る
。
費
用
は
約
１
０
８

億
円
と
試
算
し
て
い
る
。
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
、
英
語
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
学
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
力
調
査
に

お
い
て
、
小
学
校
は
ほ
と
ん
ど
が
全
国
平

均
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
ク

ー
ポ
ン
券
の
配
布
、
保
育
料
の
支
援
、
中

学
校
給
食
を
公
約
と
し
、
全
て
実
現
し
た
。

保
育
料
の
完
全
無
償
化
に
よ
り
、
本
市
の

負
担
は
３
年
間
で
約
７
億
７
０
０
０
万
円

生
じ
た
が
、
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
は
大
変
好
評
で
、
子
育
て
世
帯
を
し
っ

か
り
支
え
る
政
策
だ
と
考
え
て
い
る
。

有
効
求
人
倍
率
は
１
を
超
え
る
状
態

で
あ
る
も
の
の
、
市
長
の
企
業
誘
致

の
成
果
は
あ
ま
り
上
が
っ
て
い
な
い
と
思

う
。
さ
ら
に
積
極
的
に
誘
致
活
動
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
企
業
訪
問
で
き
て
な
い

が
、
保
存
食
品
製
造
企
業
の
誘
致
に

成
功
し
て
い
る
。
今
後
は
物
流
関
連
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

陸
田
　孝
則

孔
　
志
　
会

り
く
た

た
か
の
り

市
政
の
４
本
柱
に
つ
い
て
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民
法
改
正
に
よ
り
本
年
４
月
か
ら
成

年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
な
っ
た
。

消
費
者
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

誰
も
が
消
費
者
で
あ
る
と
い
う
考
え

を
持
ち
、
小
中
学
校
で
も
消
費
者
教

育
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
各
教
科
に

お
い
て
、
消
費
者
教
育
の
視
点
を
踏
ま
え

た
授
業
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

消
費
者
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
保
護
者

に
対
し
て
も
消
費
者
教
育
の
重
要
性

を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
等
で
取
り
組
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
情
報
提
供
し
た
い
。

特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
消
費
者
教

育
の
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

店
で
の
買
い
物
や
列
車
の
切
符
の
購

入
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
教
育

委
員
会
も
教
員
と
一
緒
に
考
え
、
子
ど
も

た
ち
の
特
性
や
実
態
に
応
じ
た
教
材
や
教

育
内
容
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
課

金
シ
ス
テ
ム
で
の
ト
ラ
ブ
ル
等
を
防

ぐ
た
め
、
携
帯
電
話
会
社
に
よ
る
出
前
講

座
等
を
活
用
し
、
効
果
的
・
実
践
的
な
啓

発
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

専
門
知
識
の
あ
る
外
部
講
師
に
よ
る

出
前
講
座
は
、
普
段
知
る
こ
と
の
で

き
な
い
情
報
や
多
く
の
事
例
か
ら
効
果
的

な
対
処
法
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有

意
義
で
あ
る
。
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い
。

消
費
者
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
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か
つ
き

り
ゅ
う
い
ち

本
市
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
１

日
の
勤
務
時
間
は
４
時
間
で
あ
る
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
を
始
め
た

平
成
19
年
度
か
ら
15
年
間
、
変
わ
っ
て
い

な
い
。
こ
の
間
、
学
校
現
場
か
ら
、「
せ

め
て
児
童
・
生
徒
が
学
校
に
い
る
時
間
は

配
置
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
上
が
り
続

け
て
い
る
。
筑
豊
地
区
に
お
け
る
同
支
援

員
の
勤
務
時
間
は
、
飯
塚
市
は
６
時
間
45

分
、
直
方
市
は
６
時
間
、
嘉
麻
市
は
７
時

間
で
本
市
と
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
少
な

く
と
も
６
時
間
以
上
の
配
置
が
必
要
で
は

な
い
か
。

特
別
支
援
学
級
在
籍
の
児
童
・
生
徒

数
が
増
加
す
る
中
、
様
々
な
特
性
の

あ
る
児
童
・
生
徒
に
個
別
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
あ
る
。
学
校
現
場

か
ら
の
要
望
が
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
お

り
、
勤
務
時
間
の
延
長
は
他
市
の
勤
務
時

間
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
最
適
な
勤
務
時

間
に
な
る
よ
う
今
後
精
査
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配

置
人
数
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
24
人

の
ま
ま
。
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児

童
・
生
徒
数
は
、
平
成
29
年
度
は
１
４
５

人
だ
っ
た
が
、
今
年
度
は
２
４
２
人
。
５

年
間
で
約
百
人
、
約
１
．
７
倍
に
増
え
て

い
る
が
、
支
援
員
の
人
数
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
学
校
現
場
か
ら
「
児
童
・
生
徒
の

実
態
に
応
じ
た
配
置
を
し
て
ほ
し
い
」
と

の
声
が
上
が
り
続
け
て
い
る
。

　
本
市
は
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る

児
童
・
生
徒
数
10
人
に
支
援
員
１
人
の
配

置
と
な
っ
て
い
る
が
、
嘉
麻
市
で
は
明
確

な
配
置
基
準
が
あ
り
、
児
童
・
生
徒
５
人

に
支
援
員
１
人
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

　
児
童
・
生
徒
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が

な
い
よ
う
本
市
も
配
置
基
準
を
定
め
支
援

員
を
大
幅
に
増
員
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
時
点
で
は
、
配
置
基
準
は
定
め
て

い
な
い
。
毎
年
度
学
校
か
ら
提
出
さ

れ
る
配
置
要
望
書
を
基
に
、
学
校
長
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
上
で
配
置
を
行
う

な
ど
の
調
整
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
特
別

支
援
学
級
へ
の
入
級
児
童
・
生
徒
が
増
え

た
学
校
や
、
障
害
の
程
度
が
重
く
、
個
別

に
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
学
校
に
お
い
て
、

個
々
の
児
童
・
生
徒
の
実
態
に
合
っ
た
合

理
的
配
慮
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
特
に
判

断
で
き
る
場
合
に
限
り
、
特
別
支
援
教
育

支
援
員
を
新
た
に
配
置
し
て
い
る
。

　
他
市
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
必
要
に
応

じ
て
配
置
基
準
を
明
確
化
し
、
児
童
・
生

徒
へ
の
き
め
細
か
な
指
導
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
最
適
な
人
員
配

置
に
努
め
た
い
。
特
別
支
援
教
育
支
援
員

の
増
員
、
勤
務
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、

大
幅
な
予
算
増
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て
国
へ
の
財

政
措
置
の
改
善
を
要
望
す
る
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ
い
て
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梶
原
み
つ
子

緑
　
友
　
会

か
じ
わ
ら

こ

議
決
結
果
／
議
案
審
議

議
案
審
議

議
案
審
議
／
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

未
成
年
が
親
の
同
意
を
得
ず
に
契
約

し
た
場
合
、
未
成
年
者
取
消
権
に
よ

り
そ
の
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

が
、
成
年
に
達
す
る
と
契
約
に
関
し
て
自

己
責
任
を
負
う
。
若
者
の
消
費
者
被
害
を

防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

契
約
の
知
識
を
学
び
、
判
断
す
る
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
。
国
県
等
の
関
係
機
関
と
連

携
し
、
消
費
者
教
育
の
充
実
に
努
め
た
い
。

成
人
式
は
、
単
な
る
セ
レ
モ
ニ
ー
と

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た

り
長
く
記
憶
に
残
る
と
と
も
に
、
人
生
の

一
里
塚
と
な
る
よ
う
な
運
営
を
す
べ
き
で

あ
る
。
民
法
改
正
後
も
従
来
ど
お
り
20
歳

を
対
象
に
、
式
を
開
催
す
る
自
治
体
が
多

い
が
、
整
合
性
に
欠
け
る
。
や
は
り
18
歳

を
対
象
に
成
人
式
を
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
。
今
後
の
本
市
成
人
式
の
対
象
年
齢
、

開
催
時
期
等
に
つ
い
て
問
う
。

式
の
名
称
を
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

に
変
更
し
、
対
象
年
齢
は
当
該
年
度

中
に
満
20
歳
に
な
る
方
、
開
催
時
期
は
１

月
の
第
２
月
曜
日
（
成
人
の
日
）
の
前
日

と
し
て
い
る
。
対
象
年
齢
を
従
来
ど
お
り

20
歳
と
し
た
理
由
は
、①
18
歳
は
高
校
３

年
生
の
学
年
に
あ
た
り
、
成
人
式
開
催
時

は
進
路
選
択
の
大
切
な
時
期
で
あ
る
こ
と
、

②
家
計
へ
の
負
担
が
拡
大
す
る
時
期
と
成

人
式
が
重
な
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

広報たがわ
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一般質問 一般質問

柿
田
　孝
子

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

か
き
た

た
か
こ

南
国
殖
産
㈱
出
資
の
田
川
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
が
、
糒
地
区
で
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
工
事
を
進

め
て
い
る
。
３
月
以
降
、
業
者
か
ら
設
備

整
備
計
画
が
提
出
さ
れ
た
の
か
問
う
。

６
月
17
日
現
在
、
設
備
整
備
計
画
の

申
請
書
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

ど
れ
く
ら
い
の
地
元
住
民
の
雇
用
が

図
ら
れ
る
の
か
問
う
。

発
電
所
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
５

〜
７
人
。
新
た
に
設
立
さ
れ
る
農
業

法
人
の
正
規
社
員
３
〜
５
人
、
パ
ー
ト
社

員
20
人
程
度
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

燃
料
の
搬
入
や
焼
却
灰
の
搬
出
ル
ー

ト
に
つ
い
て
問
う
。

燃
料
は
主
に
添
田
方
面
か
ら
搬
入
と

聞
い
て
い
る
。
ど
の
ル
ー
ト
を
通
る

か
は
決
定
し
て
い
な
い
。
焼
却
灰
搬
出
や

工
事
車
両
に
つ
い
て
は
聞
い
て
い
な
い
。

市
長
に
お
願
い
し
て
い
た
地
域
住
民

と
の
面
談
は
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、

南
国
殖
産
㈱
と
話
を
し
た
の
か
問
う
。

３
月
18
日
に
発
電
所
を
考
え
る
会
の

関
係
者
等
と
面
談
。
同
月
25
日
に
同

社
等
と
面
談
し
、
地
域
の
声
を
伝
え
、
誠

意
あ
る
対
応
を
お
願
い
し
た
。

そ
の
後
、
住
民
説
明
会
は
開
か
れ
て

い
な
い
。
本
市
と
南
国
殖
産
㈱
が
締

結
し
た
協
定
書
に
は
、「
事
業
者
は
発
電

所
建
設
に
関
し
て
、
万
一
苦
情
等
が
発
生

し
た
場
合
は
、
誠
意
を
も
っ
て
速
や
か
に

こ
の
解
決
に
努
め
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
現
時
点
で
、
地
域
住
民
が
抱
え
る
懸

念
事
項
に
つ
い
て
、
業
者
は
解
決
で
き
て

い
る
と
考
え
る
の
か
問
う
。

解
決
で
き
た
と
思
っ
て
な
い
。
同
社

に
会
う
機
会
が
あ
れ
ば
、
伝
え
た
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
設
備
整
備
計

画
が
提
出
さ
れ
た
ら
認
定
す
る
の
か
。

い
わ
ゆ
る
民
民
の
問
題
で
あ
る
た
め
、

中
立
な
立
場
で
判
断
し
た
い
。

中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

二
つ
の
中
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
６
地
区
に
つ
い
て
、
新
中
学

校
開
校
後
は
一
つ
の
中
学
校
に
通
学
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
の
が
今
年
で
、
そ
の
前

に
新
中
学
校
の
通
学
路
が
決
定
し
て
い
る
。

通
学
路
の
見
直
し
は
行
わ
な
い
の
か
問
う
。

毎
年
、
小
中
学
校
で
通
学
路
に
お
け

る
危
険
箇
所
の
調
査
を
実
施
。
そ
の

結
果
に
つ
い
て
、
通
学
路
安
全
推
進
会
議

で
協
議
し
、
必
要
に
応
じ
て
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
対
策
箇
所
に
登
録
し
て
い
る
。

本
年
３
月
の
住
民
説
明
会
で
多
く
の

意
見
が
あ
っ
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

増
便
や
ル
ー
ト
見
直
し
等
に
つ
い
て
問
う
。

生
徒
の
乗
車
時
間
等
の
利
便
性
が
高

く
、
乗
降
や
待
合
い
時
間
に
お
い
て

安
全
性
が
高
い
ル
ー
ト
に
見
直
し
た
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
設
置
に
つ
い
て

物
価
上
昇
率
を
見
る
と
、
特
に
子
育

て
世
帯
に
は
深
刻
で
あ
る
。
小
中
学

校
の
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
問
う
。

国
か
ら
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

活
用
に
当
た
り
、
今
回
は
全
市
民
に

効
果
が
あ
る
施
策
に
配
分
す
る
た
め
、
給

食
費
の
無
償
化
は
行
わ
な
い
。

交
付
金
は
、
学
校
給
食
費
等
の
負
担

軽
減
な
ど
に
活
用
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
児
童
生
徒
の
保
護
者
が
負
担

す
る
給
食
費
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

食
材
費
の
高
騰
分
に
対
し
て
は
市
が

補
填
し
、
保
護
者
負
担
額
に
影
響
が

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
10
万
円
の
臨

時
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
た
が
、

課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
対
象

外
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
世
帯
に
も
支

援
が
必
要
と
思
う
が
、
見
解
を
問
う
。

国
は
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
る
非
課
税

世
帯
も
課
税
世
帯
と
み
な
し
、
支
給

対
象
外
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
市
は
全

市
民
を
対
象
に
一
人
に
つ
き
５
千
円
の
応

援
商
品
券
を
配
布
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

一
般
ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
民
間
委

託
開
始
後
、
問
題
点
な
ど
の
報
告
は

あ
る
の
か
問
う
。

特
段
、
問
題
点
の
報
告
は
な
い
。

委
託
業
者
選
定
の
た
め
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
審
査
の
結
果
及
び
実
際
の
契
約

相
手
方
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
及
び
Ｂ
工
区
で
１
位
の
早
雲
商
事

が
Ａ
工
区
を
辞
退
し
、 

Ｂ
工
区
の
み

契
約
。 

Ａ
工
区
は
２
位
の
ク
リ
ー
ン
北
部

九
州
と
契
約
し
た
。 

Ｃ
工
区
は
１
位
の
ク

リ
ー
ン
北
部
九
州
が
Ａ
工
区
を
契
約
し
た

た
め
、
２
位
の
彩
春
環
境
と
契
約
し
た
。

契
約
保
証
金
に
つ
い
て
、 

Ａ
工
区
は

現
金
で
支
払
い
、 

Ｂ
及
び
Ｃ
工
区
は

免
除
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
を
問
う
。

Ｂ
及
び
Ｃ
工
区
は
、
保
険
会
社
と
履

行
保
証
保
険
契
約
を
締
結
し
た
た
め
、

免
除
さ
れ
た
。
現
金
支
払
か
保
険
契
約
か

は
、
各
社
の
判
断
に
よ
る
。

以
前
、
業
務
提
案
書
の
情
報
開
示
請

求
を
行
っ
た
が
非
開
示
と
な
っ
た
。

業
務
が
開
始
さ
れ
た
現
在
、
同
様
の
請
求

を
行
え
ば
情
報
開
示
は
可
能
か
問
う
。

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
、
開
示
が

適
当
と
な
る
部
分
は
開
示
す
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
員
名
及
び
審
査

員
ご
と
の
点
数
に
つ
い
て
問
う
。

条
例
に
よ
り
審
査
員
は
公
表
で
き
な

い
。点
数
は
請
求
が
あ
れ
ば
開
示
す
る
。

契
約
先
が
長
期
間
公
表
さ
れ
な
か
っ

た
点
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

公
表
で
き
な
い
理
由
が
あ
っ
て
、そ
れ

に
基
づ
い
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

白
石
　天
一

孔
　
志
　
会

し
ら
い
し

て
ん
い
ち

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
取
組
に
つ
い
て

録画映像

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標

と
い
う
意
味
で
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
こ
と
を
理
念
に
国
連
加
盟
国
が
合
意

し
た
17
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
指
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
本
市
の
認

識
と
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
す
持
続
可
能
な
社

会
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い
う

理
念
は
、
本
市
の
政
策
の
基
本
姿
勢
と
重

な
る
も
の
が
多
い
と
考
え
て
お
り
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
行
政
の
積
極
的
な
関
与

が
不
可
欠
と
認
識
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
に
地
方

創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
に
加
入
し
、
国
内
の
情
報
収
集
に
努

め
る
と
と
も
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
日
本
モ
デ
ル

宣
言
に
賛
同
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
ま
た
、

市
民
、
企
業
、
各
種
団
体
か
ら
構
成
さ
れ

る
田
川
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
協
議
会
の
設
置
、

市
職
員
の
研
修
や
市
民
参
加
型
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
普
及
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。

市
民
、
行
政
、
企
業
な
ど
様
々
な
主

体
が
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
身
近
な
暮
ら
し

の
テ
ー
マ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
大
事

と
思
う
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度
を
上
げ
る

た
め
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
た
め
に
何
か
ら
始
め
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
声
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
に
つ
い
て

録画映像

石
松
　和
幸

社
民
党
市
議
会
議
員
団

▼
個
人
質
問

議
員

い
し
ま
つ

か
ず
ゆ
き

中
学
校
の
運
動
部
活
動
の
あ
り
方
を

巡
り
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有
識
者
会
議

が
、
運
動
部
活
動
の
指
導
を
地
域
に
移
行

す
る
提
言
を
ま
と
め
た
。
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
参

加
で
き
る
な
ど
の
多
様
な
部
活
動
と
し
て

改
革
さ
れ
る
、
ま
た
顧
問
を
務
め
る
教
員

の
長
時
間
労
働
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と

期
待
さ
れ
る
。
教
育
委
員
会
の
認
識
と
本

市
の
現
状
及
び
新
中
学
校
開
校
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
問
う
。

子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
継
続
し

て
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境

の
整
備
、
ま
た
教
員
の
働
き
方
改
革
は
解

決
す
べ
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら

を
解
決
す
る
改
善
策
に
な
る
か
注
視
し
て

い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
外
部
人

材
の
活
用
を
進
め
、
令
和
７
年
度
末
を
目

途
に
ま
ず
は
休
日
の
運
動
部
活
動
の
段
階

的
な
地
域
移
行
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
小
中
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
の
権
利

　
条
例
を
活
か
す
取
組
に
つ
い
て

４
月
か
ら
子
ど
も
の
権
利
条
例
が
施

行
さ
れ
、
子
ど
も
は
一
人
の
人
間
と

し
て
権
利
を
持
っ
て
い
る
と
規
定
さ
れ
た
。

子
ど
も
が
持
っ
て
い
る
権
利
、
ま
た
何
が

権
利
の
侵
害
と
な
る
の
か
な
ど
、
子
ど
も

自
身
が
自
覚
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

小
中
学
校
に
お
け
る
普
及
・
啓
発
の
進
め

方
に
つ
い
て
問
う
。

各
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
に
条
例
を

配
布
し
、
本
条
例
の
目
的
や
内
容
を

確
認
し
て
い
る
。
今
後
は
子
育
て
支
援
課

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
保
護
者
や
地
域
に

向
け
た
啓
発
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
地
方
鉄
道
の
活
性
化
に
向
け
た

　
国
の
支
援
施
策
に
つ
い
て

国
は
２
月
に
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

鉄
道
の
役
割
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
の
か
議

論
し
て
い
る
。
国
の
新
た
な
動
向
と
国
へ

の
支
援
策
の
要
望
に
つ
い
て
問
う
。

国
土
交
通
省
は
、
鉄
道
の
役
割
や
地

域
交
通
の
持
続
性
を
向
上
す
る
対
策

を
議
論
し
、
７
月
に
答
申
を
出
す
予
定
。

国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
本
市
独
自
の
支

援
や
別
の
視
点
か
ら
の
支
援
が
で
き
る
よ

う
し
っ
か
り
と
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
平
成
筑
豊
鉄
道
の
現
状
と
令
和
８
年

　
度
以
降
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
ま
で
沿
線
市
町
村
で
平

成
筑
豊
鉄
道
に
財
政
支
援
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
は
不
透
明

で
あ
り
、
鉄
道
を
活
か
す
施
策
が
必
要
で

あ
る
。
同
鉄
道
の
維
持
に
向
け
た
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

最
も
深
刻
な
課
題
は
、
施
設
設
備
の

著
し
い
老
朽
化
で
あ
る
。
必
要
な
修

繕
等
の
規
模
を
明
確
に
し
て
、
補
助
制
度

等
も
調
査
し
、
最
善
策
を
見
出
し
た
い
。

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像録画映像

佐
藤
　俊
一

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

さ
と
う

し
ゅ
ん
い
ち

聴
か
れ
る
。
ま
ず
は
市
民
や
企
業
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
た
め
の
取
組
を
楽
し
み
な
が
ら
体

験
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
回
の
補

正
予
算
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出

事
業
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
今
後
も
普
及

啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
田
川
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
協
議
会
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
認
知
度
向
上
に
向
け
た
取
組
を
積
極

的
に
進
め
た
い
。

行
政
区
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

本
市
の
行
政
区
加
入
率
の
推
移
と
、

こ
れ
ま
で
の
加
入
率
向
上
の
取
組
に

つ
い
て
問
う
。

本
市
の
行
政
区
加
入
率
は
、
平
成
25

年
が
70
・
６
％
、
平
成
28
年
が
65
・

７
％
、
令
和
３
年
が
60
・
２
％
と
、
継
続

し
て
減
少
し
て
い
る
。

　
加
入
率
向
上
の
た
め
、
行
政
区
活
動
を

進
め
る
手
掛
か
り
と
な
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
し
、全
行
政
区
に
配
布
し
た
。ま
た
、

本
市
に
転
入
し
た
方
に
対
し
、
市
民
課
窓

口
で
行
政
区
加
入
を
促
す
チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
な
ど
し
て
い
る
。

自
治
会
加
入
促
進
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
本
市
の
見
解
を
問
う
。

現
段
階
で
は
条
例
の
制
定
ま
で
考
え

て
い
な
い
が
、
条
例
の
効
果
な
ど
を

研
究
し
、
区
長
会
な
ど
と
協
議
を
重
ね
、

加
入
促
進
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
決
結
果
／
議
案
審
議

議
案
審
議

議
案
審
議
／
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

広報たがわ
R4. ９月号
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一般質問 一般質問

柿
田
　孝
子

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

か
き
た

た
か
こ

南
国
殖
産
㈱
出
資
の
田
川
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
が
、
糒
地
区
で
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
工
事
を
進

め
て
い
る
。
３
月
以
降
、
業
者
か
ら
設
備

整
備
計
画
が
提
出
さ
れ
た
の
か
問
う
。

６
月
17
日
現
在
、
設
備
整
備
計
画
の

申
請
書
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

ど
れ
く
ら
い
の
地
元
住
民
の
雇
用
が

図
ら
れ
る
の
か
問
う
。

発
電
所
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
５

〜
７
人
。
新
た
に
設
立
さ
れ
る
農
業

法
人
の
正
規
社
員
３
〜
５
人
、
パ
ー
ト
社

員
20
人
程
度
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

燃
料
の
搬
入
や
焼
却
灰
の
搬
出
ル
ー

ト
に
つ
い
て
問
う
。

燃
料
は
主
に
添
田
方
面
か
ら
搬
入
と

聞
い
て
い
る
。
ど
の
ル
ー
ト
を
通
る

か
は
決
定
し
て
い
な
い
。
焼
却
灰
搬
出
や

工
事
車
両
に
つ
い
て
は
聞
い
て
い
な
い
。

市
長
に
お
願
い
し
て
い
た
地
域
住
民

と
の
面
談
は
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、

南
国
殖
産
㈱
と
話
を
し
た
の
か
問
う
。

３
月
18
日
に
発
電
所
を
考
え
る
会
の

関
係
者
等
と
面
談
。
同
月
25
日
に
同

社
等
と
面
談
し
、
地
域
の
声
を
伝
え
、
誠

意
あ
る
対
応
を
お
願
い
し
た
。

そ
の
後
、
住
民
説
明
会
は
開
か
れ
て

い
な
い
。
本
市
と
南
国
殖
産
㈱
が
締

結
し
た
協
定
書
に
は
、「
事
業
者
は
発
電

所
建
設
に
関
し
て
、
万
一
苦
情
等
が
発
生

し
た
場
合
は
、
誠
意
を
も
っ
て
速
や
か
に

こ
の
解
決
に
努
め
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
現
時
点
で
、
地
域
住
民
が
抱
え
る
懸

念
事
項
に
つ
い
て
、
業
者
は
解
決
で
き
て

い
る
と
考
え
る
の
か
問
う
。

解
決
で
き
た
と
思
っ
て
な
い
。
同
社

に
会
う
機
会
が
あ
れ
ば
、
伝
え
た
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
設
備
整
備
計

画
が
提
出
さ
れ
た
ら
認
定
す
る
の
か
。

い
わ
ゆ
る
民
民
の
問
題
で
あ
る
た
め
、

中
立
な
立
場
で
判
断
し
た
い
。

中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

二
つ
の
中
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
６
地
区
に
つ
い
て
、
新
中
学

校
開
校
後
は
一
つ
の
中
学
校
に
通
学
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
の
が
今
年
で
、
そ
の
前

に
新
中
学
校
の
通
学
路
が
決
定
し
て
い
る
。

通
学
路
の
見
直
し
は
行
わ
な
い
の
か
問
う
。

毎
年
、
小
中
学
校
で
通
学
路
に
お
け

る
危
険
箇
所
の
調
査
を
実
施
。
そ
の

結
果
に
つ
い
て
、
通
学
路
安
全
推
進
会
議

で
協
議
し
、
必
要
に
応
じ
て
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
対
策
箇
所
に
登
録
し
て
い
る
。

本
年
３
月
の
住
民
説
明
会
で
多
く
の

意
見
が
あ
っ
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

増
便
や
ル
ー
ト
見
直
し
等
に
つ
い
て
問
う
。

生
徒
の
乗
車
時
間
等
の
利
便
性
が
高

く
、
乗
降
や
待
合
い
時
間
に
お
い
て

安
全
性
が
高
い
ル
ー
ト
に
見
直
し
た
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
設
置
に
つ
い
て

物
価
上
昇
率
を
見
る
と
、
特
に
子
育

て
世
帯
に
は
深
刻
で
あ
る
。
小
中
学

校
の
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
問
う
。

国
か
ら
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

活
用
に
当
た
り
、
今
回
は
全
市
民
に

効
果
が
あ
る
施
策
に
配
分
す
る
た
め
、
給

食
費
の
無
償
化
は
行
わ
な
い
。

交
付
金
は
、
学
校
給
食
費
等
の
負
担

軽
減
な
ど
に
活
用
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
児
童
生
徒
の
保
護
者
が
負
担

す
る
給
食
費
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

食
材
費
の
高
騰
分
に
対
し
て
は
市
が

補
填
し
、
保
護
者
負
担
額
に
影
響
が

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
10
万
円
の
臨

時
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
た
が
、

課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
対
象

外
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
世
帯
に
も
支

援
が
必
要
と
思
う
が
、
見
解
を
問
う
。

国
は
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
る
非
課
税

世
帯
も
課
税
世
帯
と
み
な
し
、
支
給

対
象
外
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
市
は
全

市
民
を
対
象
に
一
人
に
つ
き
５
千
円
の
応

援
商
品
券
を
配
布
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

一
般
ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
民
間
委

託
開
始
後
、
問
題
点
な
ど
の
報
告
は

あ
る
の
か
問
う
。

特
段
、
問
題
点
の
報
告
は
な
い
。

委
託
業
者
選
定
の
た
め
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
審
査
の
結
果
及
び
実
際
の
契
約

相
手
方
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
及
び
Ｂ
工
区
で
１
位
の
早
雲
商
事

が
Ａ
工
区
を
辞
退
し
、 

Ｂ
工
区
の
み

契
約
。 

Ａ
工
区
は
２
位
の
ク
リ
ー
ン
北
部

九
州
と
契
約
し
た
。 

Ｃ
工
区
は
１
位
の
ク

リ
ー
ン
北
部
九
州
が
Ａ
工
区
を
契
約
し
た

た
め
、
２
位
の
彩
春
環
境
と
契
約
し
た
。

契
約
保
証
金
に
つ
い
て
、 

Ａ
工
区
は

現
金
で
支
払
い
、 

Ｂ
及
び
Ｃ
工
区
は

免
除
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
を
問
う
。

Ｂ
及
び
Ｃ
工
区
は
、
保
険
会
社
と
履

行
保
証
保
険
契
約
を
締
結
し
た
た
め
、

免
除
さ
れ
た
。
現
金
支
払
か
保
険
契
約
か

は
、
各
社
の
判
断
に
よ
る
。

以
前
、
業
務
提
案
書
の
情
報
開
示
請

求
を
行
っ
た
が
非
開
示
と
な
っ
た
。

業
務
が
開
始
さ
れ
た
現
在
、
同
様
の
請
求

を
行
え
ば
情
報
開
示
は
可
能
か
問
う
。

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
、
開
示
が

適
当
と
な
る
部
分
は
開
示
す
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
員
名
及
び
審
査

員
ご
と
の
点
数
に
つ
い
て
問
う
。

条
例
に
よ
り
審
査
員
は
公
表
で
き
な

い
。点
数
は
請
求
が
あ
れ
ば
開
示
す
る
。

契
約
先
が
長
期
間
公
表
さ
れ
な
か
っ

た
点
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

公
表
で
き
な
い
理
由
が
あ
っ
て
、そ
れ

に
基
づ
い
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

白
石
　天
一

孔
　
志
　
会

し
ら
い
し

て
ん
い
ち

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
取
組
に
つ
い
て

録画映像

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標

と
い
う
意
味
で
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
こ
と
を
理
念
に
国
連
加
盟
国
が
合
意

し
た
17
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
指
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
本
市
の
認

識
と
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
す
持
続
可
能
な
社

会
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い
う

理
念
は
、
本
市
の
政
策
の
基
本
姿
勢
と
重

な
る
も
の
が
多
い
と
考
え
て
お
り
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
行
政
の
積
極
的
な
関
与

が
不
可
欠
と
認
識
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
に
地
方

創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
に
加
入
し
、
国
内
の
情
報
収
集
に
努

め
る
と
と
も
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
日
本
モ
デ
ル

宣
言
に
賛
同
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
ま
た
、

市
民
、
企
業
、
各
種
団
体
か
ら
構
成
さ
れ

る
田
川
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
協
議
会
の
設
置
、

市
職
員
の
研
修
や
市
民
参
加
型
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
普
及
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。

市
民
、
行
政
、
企
業
な
ど
様
々
な
主

体
が
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
身
近
な
暮
ら
し

の
テ
ー
マ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
大
事

と
思
う
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度
を
上
げ
る

た
め
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
た
め
に
何
か
ら
始
め
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
声
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
に
つ
い
て

録画映像

石
松
　和
幸

社
民
党
市
議
会
議
員
団

▼
個
人
質
問

議
員

い
し
ま
つ

か
ず
ゆ
き

中
学
校
の
運
動
部
活
動
の
あ
り
方
を

巡
り
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有
識
者
会
議

が
、
運
動
部
活
動
の
指
導
を
地
域
に
移
行

す
る
提
言
を
ま
と
め
た
。
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
参

加
で
き
る
な
ど
の
多
様
な
部
活
動
と
し
て

改
革
さ
れ
る
、
ま
た
顧
問
を
務
め
る
教
員

の
長
時
間
労
働
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と

期
待
さ
れ
る
。
教
育
委
員
会
の
認
識
と
本

市
の
現
状
及
び
新
中
学
校
開
校
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
問
う
。

子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
継
続
し

て
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境

の
整
備
、
ま
た
教
員
の
働
き
方
改
革
は
解

決
す
べ
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら

を
解
決
す
る
改
善
策
に
な
る
か
注
視
し
て

い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
外
部
人

材
の
活
用
を
進
め
、
令
和
７
年
度
末
を
目

途
に
ま
ず
は
休
日
の
運
動
部
活
動
の
段
階

的
な
地
域
移
行
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
小
中
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
の
権
利

　
条
例
を
活
か
す
取
組
に
つ
い
て

４
月
か
ら
子
ど
も
の
権
利
条
例
が
施

行
さ
れ
、
子
ど
も
は
一
人
の
人
間
と

し
て
権
利
を
持
っ
て
い
る
と
規
定
さ
れ
た
。

子
ど
も
が
持
っ
て
い
る
権
利
、
ま
た
何
が

権
利
の
侵
害
と
な
る
の
か
な
ど
、
子
ど
も

自
身
が
自
覚
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

小
中
学
校
に
お
け
る
普
及
・
啓
発
の
進
め

方
に
つ
い
て
問
う
。

各
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
に
条
例
を

配
布
し
、
本
条
例
の
目
的
や
内
容
を

確
認
し
て
い
る
。
今
後
は
子
育
て
支
援
課

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
保
護
者
や
地
域
に

向
け
た
啓
発
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
地
方
鉄
道
の
活
性
化
に
向
け
た

　
国
の
支
援
施
策
に
つ
い
て

国
は
２
月
に
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

鉄
道
の
役
割
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
の
か
議

論
し
て
い
る
。
国
の
新
た
な
動
向
と
国
へ

の
支
援
策
の
要
望
に
つ
い
て
問
う
。

国
土
交
通
省
は
、
鉄
道
の
役
割
や
地

域
交
通
の
持
続
性
を
向
上
す
る
対
策

を
議
論
し
、
７
月
に
答
申
を
出
す
予
定
。

国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
本
市
独
自
の
支

援
や
別
の
視
点
か
ら
の
支
援
が
で
き
る
よ

う
し
っ
か
り
と
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
平
成
筑
豊
鉄
道
の
現
状
と
令
和
８
年

　
度
以
降
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
ま
で
沿
線
市
町
村
で
平

成
筑
豊
鉄
道
に
財
政
支
援
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
は
不
透
明

で
あ
り
、
鉄
道
を
活
か
す
施
策
が
必
要
で

あ
る
。
同
鉄
道
の
維
持
に
向
け
た
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

最
も
深
刻
な
課
題
は
、
施
設
設
備
の

著
し
い
老
朽
化
で
あ
る
。
必
要
な
修

繕
等
の
規
模
を
明
確
に
し
て
、
補
助
制
度

等
も
調
査
し
、
最
善
策
を
見
出
し
た
い
。

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像録画映像

佐
藤
　俊
一

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

さ
と
う

し
ゅ
ん
い
ち

聴
か
れ
る
。
ま
ず
は
市
民
や
企
業
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
た
め
の
取
組
を
楽
し
み
な
が
ら
体

験
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
回
の
補

正
予
算
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出

事
業
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
今
後
も
普
及

啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
田
川
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
協
議
会
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
認
知
度
向
上
に
向
け
た
取
組
を
積
極

的
に
進
め
た
い
。

行
政
区
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

本
市
の
行
政
区
加
入
率
の
推
移
と
、

こ
れ
ま
で
の
加
入
率
向
上
の
取
組
に

つ
い
て
問
う
。

本
市
の
行
政
区
加
入
率
は
、
平
成
25

年
が
70
・
６
％
、
平
成
28
年
が
65
・

７
％
、
令
和
３
年
が
60
・
２
％
と
、
継
続

し
て
減
少
し
て
い
る
。

　
加
入
率
向
上
の
た
め
、
行
政
区
活
動
を

進
め
る
手
掛
か
り
と
な
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
し
、全
行
政
区
に
配
布
し
た
。ま
た
、

本
市
に
転
入
し
た
方
に
対
し
、
市
民
課
窓

口
で
行
政
区
加
入
を
促
す
チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
な
ど
し
て
い
る
。

自
治
会
加
入
促
進
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
本
市
の
見
解
を
問
う
。

現
段
階
で
は
条
例
の
制
定
ま
で
考
え

て
い
な
い
が
、
条
例
の
効
果
な
ど
を

研
究
し
、
区
長
会
な
ど
と
協
議
を
重
ね
、

加
入
促
進
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
決
結
果
／
議
案
審
議

議
案
審
議

議
案
審
議
／
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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■問い合わせ ： 田川市議会事務局 ／〒825-8501 福岡県田川市中央町１番１号／ TEL0947（85）7170 ／ FAX0947（44）2043

６月定例会を開催
17日間で18議案を審議
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議会のおしらせ No.217 1 議会のおしらせ No.217 12

田川市議会

議員提出議案 第24号

一般廃棄物（ごみ）処理業務委託（A・B・C工区）については、指名型プロポーザル（企画
提案）方式により契約の候補者（優先交渉権）を決定し、協議が整った事業者と契約しました。
この業務委託の契約について、市議会は調査特別委員会（100条委員会）を設置し、地方自治
法第100条の規定による調査を行います。

POINT

一般廃棄物処理業務委託の調査に関する決議について

【提案理由説明により、調査が必要とされる主な内容】
① 業務委託の契約やプロポーザル審査は、公正・適正に行われたのか？
② 本市のガイドラインに規定するプロポーザル審査委員会が設置されなかったのはなぜか？
③ 本年３月まで契約業者名を公表しなかったのはなぜか？
④ プロポーザルの資料（審査員、業務提案書、審査結果の詳細等）を公表すべきではないか？
【これまでの経緯】
令和 3年 4 月 建設業者等選定委員会、プロポーザル指名通知

  プロポーザル審査（プレゼンテーションとヒアリング）

 　 審査結果の通知及び公表

 7 月 3 工区のうち、2工区（A工区と B工区）の契約締結

 8 月 残り 1工区（C工区）の契約締結

令和 4年 4 月 ごみ収集業務の民間委託を開始

ことばの説明：①100条委員会とは？
　地方自治法第100条に規定されている調査権限を委任された特別委員会で、地方自治体の事務に関す
る調査を行う権限があり、設置には議会の過半数の賛成が必要です。市職員のほか外部の関係人の出頭
や証言、記録の提出を求めて調査を行います。これらの請求に正当な理由なく応じない場合は、禁錮刑
を含む罰則規定があります。
ことばの説明：②プロポーザルとは？
　企画や提案を意味することばです。業務の性質や目的が価格のみによる競争入札に適さない場合に、
実績・専門性・技術力・企画力・創造性等を勘案し、総合的に評価して最適な事業者を選定するため、
一定の条件を満たす提案者から企画提案書を提出してもらい、提案内容や提案価格等が業務の履行に
最も適した候補者を決定する方式のことをプロポーザル方式といいます。

5月

田川市民プールが、今年３年ぶりに開場しました。新型コロナウイルス感染防止対策として、イン
ターネットでの事前予約制や人数制限、午前・午後の入場者入替時の消毒作業等を実施しました。
多くの子どもたちや家族連れでにぎわい、コロナ禍でも暑い夏を楽しんでいました。

本会議の映像➡

委員会の映像➡

可決 設置

一般廃棄物処理
業務委託の
調査特別委員会

議員ごとの賛否は、
2ページに掲載しています。

可否同数、
議長裁決により

６月30日に第1回の調査特別委員会が開かれ、正副委員長が決定しました。
　　　  ：石松　　　　　　：村上　　
　　　  ：小林、田守、柿田、佐藤、原田、今村、佐々木、吉岡、梶原、香月、尾﨑、梅林、
　　　　 松岡、加藤、白石、陸田、髙瀬
その後、8月から調査特別委員会の調査が行われています。
開催日時については、市議会ホームページ（議会日程）でお知らせします。

委員長
委　員

副委員長

（提出者：香月［佐藤、梶原、白石、髙瀬］）

議会日程➡
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